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 武雄市図書館・歴史資料館がリニューアルオープ

ン後、来館者数1000万人を達成したことを記念し、 

去る2月26日にセレモニーを開催いたしました。 

  1000万人目となられたのは、嬉野市在住のご家族

のお子さん。記念セレモニーでは、武雄市長と教育長

から、花束と記念品の贈呈が行われました。

 また、武雄市図書館・歴史資料館は、今年10月に開

館25周年を迎えます。これらを記念して、4月から正面

入口の窓に記念装飾を施し、皆さまをお迎えします。  

 これからも皆さまのご来館をお待ちしております。

来館者 1000 万人達成！
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こどもの読書週間

 こどもの読書週間に合わせ、貸出セット「＃花より読書」

を開催します。今年の標語は「あいことばは ヒ・ラ・ケ・ホ・

ン！」。司書が選んだ3冊セットを、本館・こども図書館で展

開いたします。本を開いて、新たな出会いを楽しみましょう。

※貸出セットは無くなり次第終了です。

TOP I C 世界本の日P I C K  U P

スペシャルおはなし会E V ENT

開催時間
10:30～11:30

 こどもの読書週間に合わせ、大型絵本・紙芝居などが登

場するいつもよりスペシャルなおはなし会を開催します。

 現在、日本で読書推進運動として行われて

いる「こどもの読書週間」が4月23日から始

まるのは、1995年にパリで開催されたユネ

スコ総会で、4月23日を「世界本の日」と採

択したことや、日本で2001年に施行された

「子ども読書活動推進法」によって4月23日

を「子ども読書の日」と制定したことにより

ます。

 「世界本の日」が採択されて30年を記念し

て、3月から4月にかけて当館で展示している

特設フェア「世界本の日 inTAKEO」にて、

武雄市図書館・歴史資料館および蔦屋書

店スタッフ全員のおすすめ本をコメント付き

でご紹介しています。ぜひ手にとってご覧く

ださい。
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ぼ た ん ず

 全長15ｍ以上の巻紙に71種類の

さまざまな牡丹が描かれています。

絵の横には品種名が書かれていま

す。「鎌田藤」や「常盤津」などは現

在もある品種名です。 中には、小城

出身の絵師・岸天岳（1814～77）が

描いたものもあります。江戸時代の最

後の武雄領主・鍋島茂昌（1832～19
10）は天岳を武雄に招き、絵を習い

ました。
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▲牡丹図　19世紀中期　武雄鍋島家資料（武雄市蔵）

▲岸天岳が描いた牡丹 ▲「月桂」 ▲「八重錦」

▲「常盤津」 ▲「鎌田藤」 ▲「渡月橋」

参考：
小笠原亮『プロが教える園芸秘伝 江戸の園芸・平成のガーデニング』（株式会社 小学館、1999）
江川一栄、芝沢成広、青木宣明『NHK趣味の園芸 よくわかる栽培12か月 ボタン、シャクヤク』（日本放送出版協会、2004）
田島一彦『美し、をかし、和名由来の江戸花図鑑』（株式会社パイ インターナショナル、2019）

 牡丹は奈良時代に中国から日本に伝わったとされています。当初は薬用の植物でし

たが、その美しさから鑑賞用として植えられるようになり、江戸時代には品種改良が

進み、栽培や鑑賞がさかんになりました。4～5月頃に開花するものを「春牡丹」、春と秋

から冬の2回開花するものを「寒牡丹」といいます。


